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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源の前方に配置され、後端部及び前端部を含み、内部に入射した前記光源からの光を
車両の前後方向に延びる前後基準軸に沿って前記前端部から前方に出射するレンズ体にお
いて、
　前記光源からの光のうち前記光源の光軸に対して所定角度範囲の光が集光する方向に屈
折して内部に入射させる入射部と、
　前記入射部から入射した前記光源からの光を内面反射する第１反射面と、
　前記第１反射面で内面反射された光の少なくとも一部を内面反射する第２反射面と、
　前記前端部に位置し前記第１反射面で内面反射された光および前記第２反射面で内面反
射された光をそれぞれ前方に出射する出射面と、を備え、
　前記光源の光軸は、前記入射部から入射した前記光源からの光の前記第１反射面に対す
る入射角が臨界角以上となるように、鉛直方向に対して傾斜しており、
　前記第１反射面は、長軸に対し回転対称な楕円球形状を含み、楕円球形状の焦点となり
前方に位置する第１焦点および後方に位置する第２焦点を前記長軸上に構成し、
　前記第２焦点は、前記入射部から入射した前記光源からの光である屈折光を逆方向に延
長した場合の交点である仮想光源位置の近傍に位置し、
　前記第２反射面は、後方に向かって前記前後基準軸と平行に延びた平面で構成され、前
記平面の前方には前端縁を有し、
　前記第１焦点は、前記第２反射面の前記前端縁の近傍に位置しており、
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　前記出射面は、
　　前記車両の左右方向に垂直な面に沿う断面に、前記前後基準軸と平行な光軸を有し前
記第１焦点の近傍に位置する点を基準点とする凸形状を有し、
　　前記車両の上下方向に垂直な面に沿う断面に、左右方向に互いに隣り合う第１左右方
向出射領域と第２左右方向出射領域と、
　　前記車両の左右方向に垂直な面に沿う断面に、第１上下方向出射領域と第２上下方向
出射領域と、を有し、
　　前記第２上下方向出射領域は、前記第１上下方向出射領域の上側に位置しており、
　前記第１左右方向出射領域は、前記第１焦点を通過して入射した光を前記前後基準軸に
近づける方向に屈折させ、
　前記第２左右方向出射領域は、前記第１焦点を通過して入射した光を前記前後基準軸か
ら遠ざける方向に屈折させ、
　光源中心点から出射した光は、前記第２反射面で内面反射されることなく、前記第１焦
点に集光して、前記出射面の前記第１上下方向出射領域に達し前方側に向けて出射され、
　光源後端点側から出射した光は、前記第２反射面で内面反射されることなく、前記第１
焦点より上側を通過して、前記出射面の前記第１上下方向出射領域に達し前方の下側に向
けて出射され、
　光源前端点側から出射した光は、前記第２反射面で内面反射され、前記第１焦点の上側
を通過し、前記出射面の前記第２上下方向出射領域に達し前方の上側に向けて出射され、
　上端縁に前記第２反射面の前記前端縁によって規定されるカットオフラインを含む配光
パターンを形成する、レンズ体。
【請求項２】
　前記出射面は、前記第１焦点の近傍を通過した光が、水平方向から見て、前記前後基準
軸と略平行となる方向に出射するように、その面形状が構成されている請求項１に記載の
レンズ体。
【請求項３】
　前記第２上下方向出射領域は、前記第１上下方向出射領域の面形状に対して、鉛直方向
に立ち上がった形状を有し、前記第２上下方向出射領域に達した光の一部を、前記前後基
準軸より上側に傾いた方向に出射する、請求項１又は２に記載のレンズ体。
【請求項４】
　前記第２左右方向出射領域は、上下方向から見て中央部が窪んだ凹形状を有し、
　前記第１左右方向出射領域は、前記第２左右方向出射領域の左右方向両側にそれぞれ位
置する凸形状である、請求項１～３の何れか一項に記載のレンズ体。
【請求項５】
　前記第１反射面の前記第１焦点と前記第２焦点の間の距離及び離心率は、前記第１反射
面で内面反射されて前記出射面の焦点近傍に集光する前記光源からの光が前記出射面によ
って捕捉されるように設定されている、請求項１～４の何れか一項に記載のレンズ体。
【請求項６】
　前記長軸は、前記前後基準軸に対して傾斜し、前記第２焦点が前記第１焦点より下側に
位置している、請求項１～５の何れか１項に記載のレンズ体。
【請求項７】
　前記第２反射面は、前記第１反射面で内面反射された光のうち前記第２反射面で内面反
射された光が前記出射面によって捕捉されるように前記前後基準軸に対する角度が設定さ
れる、請求項１～６の何れか１項に記載のレンズ体。
【請求項８】
　前記第２反射面は、前記第１反射面で内面反射されるとともに前記第２反射面で内面反
射されることなく前記出射面に達する光を遮らないように前記前後基準軸に対する角度が
設定される、請求項７に記載のレンズ体。
【請求項９】
　前記第２反射面の前記前端縁が、中央部から左右方向外側に向かうに従って前方に向か
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って延びる、請求項１～８の何れか１項に記載のレンズ体。
【請求項１０】
　前記第２反射面は、主面部と、前記主面部に対して上下方向にずれた副面部と、を有し
、
　前記主面部と前記副面部との境界部の少なくとも一部は、前記前端縁から後方に延びる
、請求項９に記載のレンズ体。
【請求項１１】
　請求項１～１０の何れか１項に記載のレンズ体と、前記光源と、を備えた車両用灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズ体および車両用灯具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、光源とレンズ体とを組み合わせた車両用灯具が提案されている（例えば、特
許文献１を参照。）。車両用灯具では、光源からの光が、レンズ体の入射部からレンズ体
の内部に入射して、レンズ体の反射面によって一部が反射された後、レンズ体の出射面か
らレンズ体の外部に光が出射される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４０４７１８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の車両用灯具では、レンズ体の表面に金属蒸着による金属反射膜（反射面）を形成
し、この金属反射膜で反射した光を前方に向けて照射している。このため、反射面で光の
損失が生じて光の利用効率の低下を招くという問題があった。また、上述の車両用灯具で
は、光が中央の領域に集中して照射されるために、中央に対して左右方向の照度が不足し
やすいという問題があった。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、光源からの光を高効率で利用
するとともに、光を左右方向に効果的に分散する車両用灯具および当該車両用灯具に採用
可能なレンズ体の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様は、光源の前方に配置され、後端部及び前端部を含み、内部に入射した
前記光源からの光を車両の前後方向に延びる前後基準軸に沿って前記前端部から前方に出
射するレンズ体において、前記光源からの光のうち前記光源の光軸に対して所定角度範囲
の光が集光する方向に屈折して内部に入射させる入射部と、前記入射部から入射した前記
光源からの光を内面反射する第１反射面と、前記第１反射面で内面反射された光の少なく
とも一部を内面反射する第２反射面と、前記前端部に位置し前記第１反射面で内面反射さ
れた光および前記第２反射面で内面反射された光をそれぞれ前方に出射する出射面と、を
備え、前記光源の光軸は、前記入射部から入射した前記光源からの光の前記第１反射面に
対する入射角が臨界角以上となるように、鉛直方向に対して傾斜しており、前記第１反射
面は、長軸に対し回転対称な楕円球形状を含み、楕円球形状の焦点となり前方に位置する
第１焦点および後方に位置する第２焦点を前記長軸上に構成し、前記第２焦点は、前記入
射部から入射した前記光源からの光である屈折光を逆方向に延長した場合の交点である仮
想光源位置の近傍に位置し、前記第２反射面は、後方に向かって前記前後基準軸と平行に
延びた平面で構成され、前記平面の前方には前端縁を有し、前記第１焦点は、前記第２反
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射面の前記前端縁の近傍に位置しており、前記出射面は、前記車両の左右方向に垂直な面
に沿う断面に、前記前後基準軸と平行な光軸を有し前記第１焦点の近傍に位置する点を基
準点とする凸形状を有し、前記車両の上下方向に垂直な面に沿う断面に、左右方向に互い
に隣り合う第１左右方向出射領域と第２左右方向出射領域と、前記車両の左右方向に垂直
な面に沿う断面に、第１上下方向出射領域と第２上下方向出射領域と、を有し、前記第２
上下方向出射領域は、前記第１上下方向出射領域の上側に位置しており、前記第１左右方
向出射領域は、前記第１焦点を通過して入射した光を前記前後基準軸に近づける方向に屈
折させ、前記第２左右方向出射領域は、前記第１焦点を通過して入射した光を前記前後基
準軸から遠ざける方向に屈折させ、光源中心点から出射した光は、前記第２反射面で内面
反射されることなく、前記第１焦点に集光して、前記出射面の前記第１上下方向出射領域
に達し前方側に向けて出射され、光源後端点側から出射した光は、前記第２反射面で内面
反射されることなく、前記第１焦点より上側を通過して、前記出射面の前記第１上下方向
出射領域に達し前方の下側に向けて出射され、光源前端点側から出射した光は、前記第２
反射面で内面反射され、前記第１焦点の上側を通過し、前記出射面の前記第２上下方向出
射領域に達し前方の上側に向けて出射され、上端縁に前記第２反射面の前記前端縁によっ
て規定されるカットオフラインを含む配光パターンを形成する。
【０００７】
　上記の構成において、入射部において光源からの光のうち光源の光軸に対して所定角度
範囲の光（例えば、±６０°の範囲の相対強度が高い光）が集光する方向に屈折してレン
ズ体内部に入射する。これにより、当該所定角度範囲の光の第１反射面に対する入射角を
臨界角以上とすることができる。さらに、上記の構成において、光源の光軸が、鉛直軸に
対して傾斜することで、レンズ体内部に入射した光源からの光の第１反射面に対する入射
角が臨界角以上となる。すなわち、上記の構成によれば、光源からの光が臨界角以上の入
射角で第１反射面に入射するため、第１反射面に金属蒸着させる必要がなく、コスト削減
を図ることができるとともに、蒸着面において生ずる反射損失を抑制して、光の利用効率
を高めることができる。
【０００８】
　また、上記の構成において、出射面の前後方向および左右方向に沿う断面には、第１左
右方向出射領域と第２左右方向出射領域とが設けられている。出射面に入射する光は、楕
円球状の第１反射面において反射されているために、第１焦点の近傍を通過する。第１左
右方向出射領域は、第１焦点を通過して入射した光を、前後に延びる前後基準軸に近づけ
る方向に屈折させて出射する。一方で、第２左右方向出射領域は、第１焦点を通過して入
射した光を、前後に延びる前後基準軸から遠ざける方向に屈折させて出射する。すなわち
、上記の構成によれば、出射面に、それぞれ左右の異なる方向に出射する領域が設けられ
ているために、左右方向に幅広く照射することが可能となる。
【０００９】
　また、上記の構成において、レンズ体は、第１反射面の焦点の１つである第１焦点の近
傍から後方に向かって延びる第２反射面を有する。第２反射面は、第１反射面で内面反射
された光のうち、第１焦点より下側を通過しようとする光を上側に向けて反射する。第１
焦点より下側を通過しようとする光が、第２反射面で反射されることなくそのまま出射面
に入射すると、出射面から上側を向かう光として出射される。第２反射面が設けられるこ
とで、このような光の光路を反転させて出射面の上側に入射させ出射面から下側を向かう
光として出射させることができる。すなわち、上記の構成によれば、上端縁にカットオフ
ラインを含む配光パターンを形成することができる。このような配光パターンは、例えば
ロービーム用配光パターン又はフォグランプ用配光パターンとして採用できる。
【００１０】
　また、上記のレンズ体において、前記出射面は、前記第１焦点の近傍を通過した光が、
水平方向から見て前記前後基準軸と略平行となる方向に出射するように、その面形状が構
成されていてもよい。
【００１１】
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　上記の構成において、出射面の面形状は、基準点を通過した光を前後基準軸と略平行な
方向に出射するように構成されている。レンズ体の形成する配光パターンは、前後基準軸
の先に延びるカットオフラインを有する。上記の構成によれば、カットオフライン付近を
相対的に明るくして最も照度の高い領域とすることができる。
【００１２】
　また、上記のレンズ体において、前記第２上下方向出射領域は、前記第１上下方向出射
領域の面形状に対して、鉛直方向に立ち上がった形状を有し、前記第２上下方向出射領域
に達した光の一部を、前記前後基準軸より上側に傾いた方向に出射してもよい。
【００１３】
　上記の構成によれば、前記出射面の前後方向および上下方向に沿う断面には、第１上下
方向出射領域と第２上下方向出射領域とが設けられる。第２上下方向出射領域は、基準点
の近傍を通過して入射した光を前後基準軸に対し上側に傾いた方向に出射するため、道路
標識等を照射するための光（以下、オーバーヘッド光という）として利用できる。
【００１４】
　また、上記のレンズ体において、前記第２左右方向出射領域は、上下方向から見て中央
部が窪んだ凹形状を有し、前記第１左右方向出射領域は、前記第２左右方向出射領域の左
右方向両側にそれぞれ位置する凸形状であってもよい。
【００１５】
　上記の構成によれば、出射面には、上下方向から見て前後基準軸と重なる中央側が凹形
状をなす第２左右方向出射領域が配置され、第２左右方向出射領域の左右両側に凸形状を
なす第１左右方向出射領域が配置される。これにより、前後基準軸に対し左右両側に向か
って光を幅広く照射することができる。
【００１６】
　また、上記のレンズ体において、前記第１反射面の前記第１焦点と前記第２焦点の間の
距離及び離心率は、前記第１反射面で内面反射されて前記出射面の焦点近傍に集光する前
記光源からの光が前記出射面によって捕捉されるように設定されていてもよい。
【００１７】
　上記の構成によれば、出射面によってより多くの光を捕捉できるため、光利用効率が向
上する。
【００１８】
　また、上記のレンズ体において、前記長軸は、前記前後基準軸に対して傾斜し、前記第
２焦点が前記第１焦点より下側に位置していてもよい。
【００１９】
　上記の構成によれば、前記長軸が、第２焦点側を下側として傾斜することで、光源から
光が第１反射面および第２反射面で内面反射された光が前記出射面によって捕捉されやす
くなる。加えて、上記の構成によれば、光源から第１反射面に入射する光の入射角が臨界
角以上となりやすく、第１反射面で全反射を実現しやすくなる。上記構成によれば、これ
らの作用により、光の利用効率を高めることができる。
【００２０】
　本発明の別態様のレンズ体においては、前記第２反射面は、前記第１反射面で内面反射
された光のうち前記第２反射面で内面反射された光が前記出射面によって捕捉されるよう
に前記前後基準軸に対する角度が設定される。
【００２１】
　上記の構成によれば、出射面によってより多くの光を捕捉できるため、光利用効率が向
上する。
【００２２】
　上記レンズ体において、前記第２反射面は、前記第１反射面で内面反射されるとともに
前記第２反射面で内面反射されることなく前記出射面に達する光を遮らないように前記前
後基準軸に対する角度が設定されていてもよい。
【００２３】
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　上記の構成によれば、出射面によってより多くの光を捕捉できるため、光利用効率が向
上する。
【００２４】
　上記レンズ体において、前記第２反射面の前記前端縁が、中央部から左右方向外側に向
かうに従って前方に向かって延びていてもよい。
【００２５】
　上記の構成によれば、配光パターンに明瞭のカットオフラインを形成することができる
。
【００２６】
　上記レンズ体において、前記第２反射面は、主面部と、前記主面部に対して上下方向に
ずれた副面部と、を有し、前記主面部と前記副面部との境界部の少なくとも一部は、前記
前端縁から後方に延びていてもよい。
【００２７】
　上記の構成によれば、配光パターンのカットオフラインに上下方向の段差を設けること
ができる。これにより、例えば車両前方の自車線側を遠方まで照射し、対向車の車線側を
近傍のみ照らすといった、左右非対称の配光パターンを実現できる。
【００２８】
　本発明の車両用灯具は、上記レンズ体と、前記光源と、を備える。
【００２９】
　上記の構成によれば、上述したそれぞれの効果を奏する車両用灯具を提供できる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の態様によれば、光源からの光を高効率で利用するとともに、光を左右方向に効
果的に分散する車両用灯具に採用可能なレンズ体およびこれを備えた車両用灯具を提供す
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】第１実施形態の車両用灯具の断面図である。
【図２】第１実施形態の車両用灯具の部分断面図である。
【図３Ａ】第１実施形態のレンズ体の上面図である。
【図３Ｂ】第１実施形態のレンズ体の正面図である。
【図３Ｃ】第１実施形態のレンズ体の斜視図である。
【図３Ｄ】第１実施形態のレンズ体の側面図である。
【図４】ＹＺ平面に沿う第１実施形態のレンズ体の断面図である。
【図５Ａ】第１実施形態の光源およびレンズ体の入射面の近傍の部分拡大図である。
【図５Ｂ】図５Ａの一部の拡大図である。
【図６】第１実施形態のレンズ体の断面模式図であって、光源中心点から照射された光の
光路を示す。
【図７】第１実施形態のレンズ体の断面模式図であって、光源前端点から照射された光の
光路を示す。
【図８】第１実施形態のレンズ体の断面模式図であって、光源後端点から照射された光の
光路を示す。
【図９】第１実施形態のレンズ体のＸＹ平面に沿う断面図。
【図１０】第１実施形態のレンズ体の出射面のそれぞれ異なる領域から照射された光の配
光パターンを示す。
【図１１】第１実施形態のレンズ体の出射面の配光パターンを示す。
【図１２Ａ】第２実施形態のレンズ体の上面図である。
【図１２Ｂ】第２実施形態のレンズ体の正面図である。
【図１２Ｃ】第２実施形態のレンズ体の斜視図である。
【図１２Ｄ】第２実施形態のレンズ体の側面図である。
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【図１２Ｅ】第２実施形態のレンズ体の下面図である。
【図１３】第２実施形態のレンズ体における第２反射面および傾斜面の上面図である。
【図１４】第２実施形態のレンズ体における傾斜面の正面図である。
【図１５】第２実施形態のレンズ体における第２反射面および傾斜面の斜視図である。
【図１６】第２実施形態のレンズ体の配光パターンを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　＜第１実施形態＞
　以下、本発明の第１実施形態であるレンズ体４０およびレンズ体４０を備えた車両用灯
具１０について、図面を参照しながら説明する。
【００３３】
　以下の説明において、前後方向とは、レンズ体４０又は車両用灯具１０が搭載される車
両の前後方向を意味し、車両用灯具１０は、前方に向かって光を照射するものとする。さ
らに前後方向は、特に断りのない場合は、水平面内の一方向であるものとする。さらに、
左右方向とは、特に断りのない場合は、水平面内の一方向であり、前後方向と直交する方
向である。
　本明細書において、前後方向に延びる（又は前後に延びる）、とは、厳密に前後方向に
延びる場合に加えて、前後方向に対して、４５°未満の範囲で傾いた方向に延びる場合も
含む。同様に、本明細書において、左右方向に延びる（又は左右に延びる）、とは、厳密
に左右方向に延びる場合に加えて、左右方向に対して、４５°未満の範囲で傾いた方向に
延びる場合も含む。
【００３４】
　また、図面においては、適宜３次元直交座標系としてＸＹＺ座標系を示す。ＸＹＺ座標
系において、Ｚ軸方向は上下方向（鉛直方向）であり、＋Ｚ方向が上方向である。また、
Ｘ軸方向は前後方向であり、＋Ｘ方向が前方向（前方）である。さらに、Ｙ軸方向は、左
右方向である。
　なお、以下の説明で用いる図面は、特徴をわかりやすくするために、便宜上特徴となる
部分を拡大して示している場合があり、各構成要素の寸法比率などが実際と同じであると
は限らない。
【００３５】
　また、以下の説明において、２つの点が「近傍に位置する」とは、２つの点が単に近い
位置にある場合を指すのみならず、２つの点が互いに一致する場合を含む。
【００３６】
　図１は、車両用灯具１０の断面図である。また、図２は、車両用灯具１０の部分断面図
である。
　図１に示すように、車両用灯具１０は、レンズ体４０と、発光装置２０と、発光装置２
０を冷却するヒートシンク３０と、を備えている。車両用灯具１０は、発光装置２０から
照射された光を、レンズ体４０を介して前方に出射する。
【００３７】
　図２に示すように、発光装置２０は、光軸ＡＸ２０に沿って、光を照射する。発光装置
２０は、半導体レーザー素子２２と、集光レンズ２４と、波長変換部材（光源）２６と、
これらを保持する保持部材２８と、を有する。半導体レーザー素子２２、集光レンズ２４
および波長変換部材２６は、光軸ＡＸ２０に沿ってこの順に配置されている。
【００３８】
　半導体レーザー素子２２は、青色域（例えば、発光波長が４５０ｎｍ）のレーザー光を
放出するレーザーダイオード等の半導体レーザー光源である。半導体レーザー素子２２は
、例えば、ＣＡＮタイプのパッケージに実装、封止されている。半導体レーザー素子２２
は、ホルダ等の保持部材２８に保持されている。なお、他の実施形態として、半導体レー
ザー素子２２に代えて、ＬＥＤ素子等の半導体発光素子を用いてもよい。
【００３９】
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　集光レンズ２４は、半導体レーザー素子２２からのレーザー光を集光する。集光レンズ
２４は、半導体レーザー素子２２と波長変換部材２６との間に位置する。
【００４０】
　波長変換部材２６は、例えば、発光サイズが０．４×０．８ｍｍの矩形板状の蛍光体に
よって構成されている。波長変換部材２６は、半導体レーザー素子２２から、例えば５～
１０ｍｍ程度、離間した位置に配置されている。波長変換部材２６は、集光レンズ２４に
よって集光されたレーザー光を受けて当該レーザー光の少なくとも一部を異なる波長の光
に変換する。より具体的には、波長変換部材２６は、青色域のレーザー光を黄色光に変換
する。波長変換部材２６により変換された黄色の光は、波長変換部材２６を透過した青色
域のレーザー光と混色して、白色光（疑似白色光）として放出される。したがって、波長
変換部材２６は、白色光を放出する光源として機能する。以下、波長変換部材２６のこと
を光源２６とも称する。
【００４１】
　光源２６から照射された光は、後段に説明する入射面４２に入射してレンズ体４０の内
部を進行し、後段において説明する第１反射面４４（図１参照）で内面反射される。
　光源２６の光軸ＡＸ２６は、発光装置２０の光軸ＡＸ２０と一致する。図１に示すよう
に、光軸ＡＸ２６は、鉛直方向（Ｚ軸方向）に延びる鉛直軸Ｖに対して角度θ１傾斜して
いる。鉛直軸Ｖに対する光軸ＡＸ２６の角度θ１は、入射面４２からレンズ体４０内部に
入射した光源からの光の第１反射面４４に対する入射角が臨界角以上となるように、設定
されている。
【００４２】
　図３Ａはレンズ体４０の上面図、図３Ｂはレンズ体４０の正面図、図３Ｃはレンズ体４
０の斜視図、図３Ｄはレンズ体４０の側面図である。図４は、ＹＺ平面に沿うレンズ体４
０の断面図であり、光源２６からの光がレンズ体４０内部を進行する光路を模式的に示す
。
【００４３】
　レンズ体４０は、前後基準軸ＡＸ４０に沿って延びた形状を有する中実の多面レンズ体
である。なお本実施形態において、前後基準軸ＡＸ４０は、車両の前後方向（Ｘ軸方向）
に延び、後段で説明するレンズ体４０の出射面４８の中心を通過する基準となる軸である
。レンズ体４０は、光源２６の前方に配置される。レンズ体４０は、後方を向く後端部４
０ＡＡと、前方を向く前端部４０ＢＢと、を含む。また、レンズ体４０は、図３Ａ～Ｄに
示すように、前端部４０ＢＢと後端部４０ＡＡとの間で、左右方向に延びる固定部４１を
有する。レンズ体４０は、固定部４１において、車両に固定される。
【００４４】
　レンズ体４０は、例えば、ポリカーボネイトやアクリル等の透明樹脂やガラスなど、空
気よりも屈折率の高い材質のものを用いることができる。また、レンズ体４０に透明樹脂
を用いた場合は、金型を用いた射出成形によってレンズ体４０を形成することが可能であ
る。
【００４５】
　レンズ体４０は、入射面（入射部）４２と、第１反射面４４と、第２反射面４６と、出
射面４８と、を有する。入射面４２及び第１反射面４４は、レンズ体４０の後端部４０Ａ
Ａに位置する。また、出射面４８は、レンズ体４０の前端部４０ＢＢに位置する。第２反
射面４６は、後端部４０ＡＡと前端部４０ＢＢとの間に位置する。
【００４６】
　レンズ体４０は、後端部４０ＡＡに位置する入射面４２からレンズ体４０内部に入射し
た光源２６からの光Ｒａｙ２６を前後基準軸ＡＸ４０に沿って前端部４０ＢＢに位置する
出射面４８から前方に出射する。これにより、レンズ体４０は、後段において説明するよ
うに、上端縁にカットオフラインＣＬを含むロービーム用配光パターンＰ（図１１参照）
を形成する。
【００４７】
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　図５Ａは、光源２６およびレンズ体４０の入射面４２の近傍の部分拡大図である。
　光源２６は、所定の面積を持つ発光面を有する。このため、光源２６から照射された光
は、発光面内の各点から放射状に広がる。レンズ体４０の内部を通過する光は、発光面内
の各点から出射された光ごとに異なる光路をたどる。本明細書では、発光面の中心（すな
わち光源２６の中心）である光源中心点２６ａと、前方側の端点である光源前端点２６ｂ
と、後方側の端点である光源後端点２６ｃと、から照射される光の光路に着目して説明を
行う。
【００４８】
　図５Ｂは、図５Ａの一部の拡大図であり光源中心点２６ａから出射した光の経路を示す
図である。本明細書では、光源中心点２６ａから入射面４２において屈折してレンズ体４
０内部に入射した光を逆方向に延長した場合の交点を仮想光源位置ＦＶとして設定する。
仮想光源位置Ｆｖは、レンズ体４０の内部に一体的に光源が配置されていると仮定した場
合の光源の位置である。なお、本実施形態において、入射面４２は平面であり、レンズ面
ではないために、レンズ体４０内部に入射した光を逆方向に延長しても一点には交差しな
い。より具体的には、光軸Ｌから離れるに従い光軸Ｌ上の後方で交差する。このため、最
も光軸Ｌに近い光路が交差する交点を仮想光源位置Ｆｖとする。
【００４９】
　図５Ｂに示すように、入射面４２は、光源２６からの光Ｒａｙ２６ａのうち所定角度範
囲ψの光が集光する方向に屈折してレンズ体４０内部に入射する面である。ここで所定角
度範囲ψの光とは、光源２６から照射される光のうち、光源２６の光軸ＡＸ２６に対して
例えば±６０°の範囲の相対強度が高い光を意味する。本実施形態において、入射面４２
は、光源２６の発光面（図５Ｂ中、光源前端点２６ｂと光源後端点２６ｃとを結ぶ直線参
照）に対して平行な平面形状（又は曲面形状）の面として構成されている。なお、入射面
４２の構成は、本実施形態の構成に限定されない。例えば、入射面４２は、前後基準軸Ａ
Ｘ４０を含む鉛直面（及びこれに平行な平面）による断面形状が直線形状、かつ、前後基
準軸ＡＸ４０に直交する平面による断面形状が光源２６に向かって凹の円弧形状の面であ
ってもよいし、それ以外の面であってもよい。前後基準軸ＡＸ４０に直交する平面による
断面形状は、ロービーム用配光パターンＰの左右方向の分布を考慮した形状とされている
。
【００５０】
　図６～図８は、レンズ体４０の断面模式図であって、図６は、光源中心点２６ａから照
射された光の光路を示し、図７は、光源前端点２６ｂから照射された光の光路を示し、図
８は、光源後端点２６ｃから照射された光の光路を示す。なお、図６～図８は、レンズ体
４０の各構成の模式的な図であって、実際の断面形状を表すものではない。特に出射面４
８においては、後段において説明する第２上下方向出射領域４８ｂが省略されており、第
１上下方向出射領域４８ａのみが表示されている。
【００５１】
　図６に示すように、光源中心点２６ａから照射された光は、第１反射面４４において内
面反射されて第１焦点Ｆ１４４に集光された後に、出射面４８の第１上下方向出射領域４
８ａから前方に向かって前後基準軸ＡＸ４０と平行に出射される。
　図７に示すように、光源前端点２６ｂから照射された光は、第１反射面４４において内
面反射されて第１焦点Ｆ１４４より下側に向かう。さらに、第２反射面４６において上側
に内面反射された後に、出射面４８の第１上下方向出射領域４８ａから前方に下側に向け
て出射される。
　図８に示すように、光源後端点２６ｃから照射された光は、第１反射面４４において内
面反射されて第１焦点Ｆ１４４より上側を通過して、出射面４８の第１上下方向出射領域
４８ａから前方の下側に向けて出射される。
　以下、レンズ体４０の各構成について、図６～図８を基に説明する。
【００５２】
　＜第１反射面＞
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　第１反射面４４は、入射面４２からレンズ体４０内部に入射した光源２６からの光を内
面反射（全反射）する面である。第１反射面４４は、長軸ＡＸ４４に対し回転対称な楕円
球形状を含む。第１反射面４４は、楕円球形状の焦点となる第１焦点Ｆ１４４および第２
焦点Ｆ２４４を長軸ＡＸ４４上に構成する。
【００５３】
　第２焦点Ｆ２４４は、仮想光源位置Ｆｖの近傍に位置する。楕円の性質により、第１焦
点Ｆ１４４および第２焦点Ｆ２４４のうち、一方から照射された光は、他方に集光する。
したがって、図６に示すように、光源中心点２６ａから照射された光は、入射面４２を介
してレンズ体４０の内部に進行して、第１焦点Ｆ１４４に集光する。さらに、第１焦点Ｆ
１４４は、後段に説明する出射面４８の出射面焦点（基準点）Ｆ４８の近傍に位置する。
すなわち、第１反射面４４は、内面反射した光源中心点２６ａからの光を、出射面４８の
出射面焦点Ｆ４８近傍に集光するように、その面形状が構成されている。
【００５４】
　第１反射面４４の第１焦点Ｆ１４４と第２焦点Ｆ２４４の間の距離及び離心率は、第１
反射面４４で内面反射されて出射面４８の出射面焦点Ｆ４８近傍に集光する光源２６から
の光が出射面４８によって捕捉されるように、定められている。これにより、出射面４８
によってより多くの光を捕捉できるため、光利用効率が向上する。
【００５５】
　長軸ＡＸ４４は、前後基準軸ＡＸ４０に対して角度θ２で、傾斜している。長軸ＡＸ４

４は、第２焦点Ｆ２４４が第１焦点Ｆ１４４より下側となるように、前方に向かうに従っ
て上側に傾く。長軸ＡＸ４４が、第２焦点Ｆ２４４側を下側として傾斜することで、第２
反射面４６で内面反射された光の前後基準軸ＡＸ４０に対する角度が浅くなる。これによ
り、光源前端点２６ｂから照射され第１反射面４４および第２反射面４６で内面反射され
た光は、出射面４８によって捕捉されやすくなる。したがって、長軸ＡＸ４４を前後基準
軸ＡＸ４０に対して傾斜させない場合（つまり、角度θ２＝０°の場合）と比べ、出射面
４８のサイズを小さくでき、かつ、出射面４８により多くの光を捕捉させることができる
。加えて、長軸ＡＸ４４が、第２焦点Ｆ２４４側を下側として傾斜することで、光源２６
から第１反射面４４に入射する光の入射角が臨界角以上となりやすい。したがって、第１
反射面４４で光源２６からの光が全反射しやすくなり、光の利用効率を高めることができ
る。
【００５６】
　＜第２反射面＞
　第２反射面４６は、第１反射面４４で内面反射された光源２６からの光の少なくとも一
部を内面反射（全反射）する面である。第２反射面４６は、第１焦点Ｆ１４４の近傍から
後方に向かって延びる反射面として構成されている。すなわち、第２反射面４６の延長面
内には、第１焦点Ｆ１４４が略位置する。本実施形態において、第２反射面４６は、前後
基準軸ＡＸ４０と平行に延びる平面形状を有する。
【００５７】
　第２反射面４６は、第１反射面４４で内面反射された光のうち、第１焦点Ｆ１４４より
下側を通過しようとする光を上側に反射する。第１焦点Ｆ１４４より下側を通過しようと
する光が、第２反射面４６で反射されることなくそのまま出射面４８に入射すると、出射
面４８から上側を向かう光として出射される。第２反射面４６が設けられることで、この
ような光の光路を反転させて出射面４８の上側に入射させて下側を向かう光として出射さ
せることができる。すなわち、レンズ体４０は、第２反射面４６が設けられていることに
より、出射面４８から上側に向かおうとする光の光路を反転させて、上端縁にカットオフ
ラインＣＬを含む配光パターンを形成することができる。第２反射面４６の前端縁４６ａ
は、第１反射面４４で内面反射された光源２６からの光の一部を遮光してロービーム用配
光パターンＰのカットオフラインＣＬを形成するエッジ形状を含んでいる。第２反射面４
６の前端縁４６ａは、第１焦点Ｆ１４４の近傍に配置されている。
【００５８】
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　第２反射面４６は、前後基準軸ＡＸ４０に対して、平行であっても傾斜していてもよい
。ここで、前後基準軸ＡＸ４０に対する第２反射面４６の角度を、角度θ３（不図示）と
して説明する。なお、本実施形態では、角度θ３＝０°である。
　前後基準軸ＡＸ４０に対する第２反射面４６の角度θ３は、第１反射面４４で内面反射
された光源２６からの光のうち第２反射面４６に入射する光が当該第２反射面４６で内面
反射され、かつ、その反射光が出射面４８に高効率で取り込まれるように定められること
が好ましい。これにより、出射面４８によってより多くの光を捕捉できるため、光利用効
率が向上する。すなわち、前後基準軸ＡＸ４０に対する第２反射面４６の角度θ３は、第
２反射面４６で内面反射された光が出射面４８によって十分捕捉され得る角度となるよう
に設定されることが好ましい。
　また、前後基準軸ＡＸ４０に対する第２反射面４６の角度θ３は、第１反射面４４で内
面反射されるとともに第２反射面４６で内面反射されることなく出射面４８に達する光が
遮られない角度となるように設定されることが好ましい。
　本実施形態では、以上を考慮して角度θ３＝０°を採用している。
【００５９】
　＜出射面＞
　出射面４８は前方に向かって凸のレンズ面である。出射面４８は、第１反射面４４で内
面反射された光および第１反射面４４と第２反射面４６とでそれぞれ内面反射された光を
前方に出射する。出射面４８は、車両の左右方向に垂直な面に沿う断面に、前後基準軸Ａ
Ｘ４０と平行な光軸を有し第１焦点Ｆ１４４の近傍に位置する点を基準点Ｆ４８とする凸
形状を有する。ここで、基準点Ｆ４８とは、出射面４８から出射される光が所望の配光パ
ターンを形成するときに、出射面４８の手前で光が集中する集光領域の中心に位置する点
を意味する。本明細書において、出射面４８は、上下方向について、厳密に一様な曲率半
径の断面を有していない。したがって、出射面４８は、厳密な焦点を有さないが、光が集
光する基準点Ｆ４８を焦点と見做すことができる。本明細書においては、出射面４８の基
準点を、出射面焦点Ｆ４８と呼ぶ。
【００６０】
　図４に示すように、出射面４８は、車両の左右方向に垂直な面（ＸＺ平面）に沿う断面
に、第１上下方向出射領域４８ａと、第２上下方向出射領域４８ｂと、を有する。第１上
下方向出射領域４８ａは、出射面４８の大部分を構成する凸形状（凸レンズ形状）を有す
る。また、第２上下方向出射領域４８ｂは、第１上下方向出射領域４８ａの上端縁に沿っ
て配置されている。
【００６１】
　第１上下方向出射領域４８ａは、第１焦点Ｆ１４４の近傍に位置する点を出射面焦点（
基準点）Ｆ４８とするよう形成される。したがって、第１反射面４４で内面反射されて第
１焦点Ｆ１４４に集光した複数の光の光路は、第１上下方向出射領域４８ａに入射するこ
とで、少なくとも鉛直方向に関し、互いに略平行に出射される。
　また、本実施形態において、第１上下方向出射領域４８ａは、前後基準軸ＡＸ４０と一
致する光軸Ｌを有する。なお、第１上下方向出射領域４８ａの光軸Ｌは、前後基準軸ＡＸ

４０と平行であれば必ずしも一致していなくてもよい。これにより、出射面焦点Ｆ４８を
通過して、第１上下方向出射領域４８ａに入射した光は、少なくとも鉛直方向に関し、前
後基準軸ＡＸ４０と平行に出射される。すなわち、第１上下方向出射領域４８ａは、第１
焦点Ｆ１４４の近傍を通過した光が、少なくとも鉛直方向に関し、前後基準軸ＡＸ４０と
略平行となる方向に出射するように、その面形状が構成されている。すなわち、第１上下
方向出射領域４８ａから出射される光の仰角が、実質的に前後基準軸ＡＸ４０の仰角と平
行になるように、第１上下方向出射領域４８ａの面形状が形成されている。なお、第１上
下方向出射領域４８ａから出射される光のＸＺ平面における出射方向は、前後基準軸ＡＸ
４０と異なる方向であっても良い。
【００６２】
　第２上下方向出射領域４８ｂは、出射面４８内で第１上下方向出射領域４８ａと上下方
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向に隣り合っている。第２上下方向出射領域４８ｂは、第１上下方向出射領域４８ａの上
側に位置し、第１上下方向出射領域４８ａの面形状に対して、鉛直方向に立ち上がった形
状を有する。これにより、第２上下方向出射領域４８ｂは、出射面焦点Ｆ４８の近傍を通
過して入射した光を前後基準軸ＡＸ４０に対し上側に傾いた方向に出射する。なお、図６
～図８に示す光路からわかる様に、本実施形態において、出射面４８内の前後基準軸ＡＸ

４０より上側の領域に入射する光は、光源中心点２６ａより光源前端点２６ｂ側で、光源
２６から出射された光である。したがって、本実施形態において、第２上下方向出射領域
４８ｂに入射する光は、光源中心点２６ａより光源前端点２６ｂ側で、光源２６から出射
された光となる。
　第２上下方向出射領域４８ｂから出射された光は、前後基準軸ＡＸ４０より上側を出射
するため、道路標識等を照射するための光（以下、オーバーヘッド光という）として利用
できる。
【００６３】
　図９は、レンズ体４０のＸＺ平面に沿う断面図であり、光源中心点２６ａから照射され
た光の光路を示す。
　図９に示すように、上下方向に垂直な面（ＸＺ平面）に沿う断面に、レンズ体４は、２
つの第１左右方向出射領域４８ｃと１つの第２左右方向出射領域４８ｄとを有する。第１
左右方向出射領域４８ｃおよび第２左右方向出射領域４８ｄは、左右方向に互いに隣り合
う。より具体的には、第２左右方向出射領域４８ｄは、上下方向から見て出射面４８の中
央に位置し、第１左右方向出射領域４８ｃは、第２左右方向出射領域４８ｄの左右方向両
側に位置する。また、第１左右方向出射領域４８ｃおよび第２左右方向出射領域４８ｄに
より構成される出射面４８の上下方向に垂直な面（ＸＺ平面）に沿う断面は、前後基準軸
ＡＸ４０に対し左右対称な形状を有する。
【００６４】
　第１左右方向出射領域４８ｃは、凸形状（凸レンズ形状）を構成する。第１左右方向出
射領域４８ｃは、第１焦点Ｆ１４４を通過して入射した光を前後基準軸ＡＸ４０に近づけ
る方向に屈折させる。
　第２左右方向出射領域４８ｄは、上下方向から見て中央部が窪んだ凹形状（凹レンズ形
状）を構成する。より具体的には、第２左右方向出射領域４８ｄは、上下方向から見て前
後基準軸ＡＸ４０と重なる位置が最も窪んだ凹形状を構成する。第２左右方向出射領域４
８ｄは、第１焦点Ｆ１４４を通過して入射した光を前後基準軸ＡＸ４０から遠ざける方向
に屈折させる。
【００６５】
　出射面４８に入射する光は、楕円球状の第１反射面４４で内面反射されているため、第
１焦点Ｆ１４４の近傍を通過する。第１左右方向出射領域４８ｃおよび第２左右方向出射
領域４８ｄは、第１焦点Ｆ１４４を通過して入射した光を、それぞれ左右の異なる方向に
出射するために、左右を幅広く照らすことができる。加えて、本実施形態の出射面４８は
、前後基準軸ＡＸ４０に対し、中央側に凹形状をなす第２左右方向出射領域４８ｄが配置
され、その外側に凸形状をなす第１左右方向出射領域４８ｃが配置される。これにより、
前後基準軸ＡＸ４０に対し左右両側を幅広く照射できる。さらに、出射面４８は、第１左
右方向出射領域４８ｃおよび第２左右方向出射領域４８ｄが、前後基準軸に対して左右対
称に配置されことで、前後基準軸ＡＸ４０に対し左右対称な配光パターンを形成できる。
【００６６】
　本実施形態によれば、入射面４２において光源２６からの光のうち光源２６の光軸ＡＸ

２６に対して所定角度範囲の光が集光する方向に屈折してレンズ体内部に入射する。これ
により、所定角度範囲の光の第１反射面４４に対する入射角を臨界角以上とすることがで
きる。さらに、光源２６の光軸ＡＸ２６が、鉛直軸Ｖに対して傾斜することで、レンズ体
４０の内部に入射した光源２６からの光の第１反射面４４に対する入射角が臨界角以上と
なる。すなわち、光源２６からの光を臨界角以上の入射角で第１反射面４４に入射させる
ことができる。これにより、第１反射面４４に金属蒸着させる必要がなく、コスト削減を
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図ることができるとともに、蒸着面において生ずる反射損失を抑制して、光の利用効率を
高めることができる。
【００６７】
　以上に、本発明の実施形態を説明したが、実施形態における各構成およびそれらの組み
合わせ等は一例であり、本発明の趣旨から逸脱しない範囲内で、構成の付加、省略、置換
およびその他の変更が可能である。また、本発明は実施形態によって限定されることはな
い。
　例えば、上述の実施形態では、ロービーム用配光パターンＰ（図１１参照）を形成する
ように構成されたレンズ体４０に適用した例について説明した。しかしながら、例えば、
フォグランプ用配光パターンを形成するように構成されたレンズ体や、ハイビーム用配光
パターンを形成するように構成されたレンズ体やそれ以外のレンズ体に適用することもで
きる。
【００６８】
　また、上述の実施形態では、第１反射面４４の長軸ＡＸ４４を前後基準軸ＡＸ４０に対
して角度θ２傾斜させたが、これに限らず、第１反射面４４の長軸ＡＸ４４（長軸）を長
軸ＡＸ４４に対して傾斜させなくてもよい（つまり、角度θ２＝０°でもよい）。このよ
うな場合であっても、出射面４８のサイズを大きくすることで、第１反射面４４で内面反
射された光源２６からの光を効率よく取り込むことができる。
【００６９】
　また、実施形態において、第２上下方向出射領域４８ｂは、第１上下方向出射領域４８
ａの上端縁に沿って配置されている場合について例示したが、本発明は、このような構成
に限定されない。すなわち、第２上下方向出射領域４８ｂは、出射面４８内で第１上下方
向出射領域４８ａの下側に配置されていてもよく、さらに第２上下方向出射領域４８ｂは
、２つの第１上下方向出射領域４８ａの間に上下から挟まれて配置されていてもよい。
　同様に、第１左右方向出射領域４８ｃおよび第２左右方向出射領域４８ｄは、左右方向
に互いに隣り合う構成であれば、その配置は限定されない。例えば、第１左右方向出射領
域４８ｃおよび第２左右方向出射領域４８ｄが、上述の実施形態と比較して反転した位置
関係を構成してもよい。
　加えて、上下方向出射領域（第１上下方向出射領域４８ａと第２上下方向出射領域４８
ｂ）と左右方向出射領域（第１左右方向出射領域４８ｃと第２左右方向出射領域４８ｄ）
はそれぞれ独立して規定される。したがって、例えば、第１左右方向出射領域４８ｃは、
第１上下方向出射領域４８ａと第２上下方向出射領域４８ｂのそれぞれを含んでいてもよ
いし、第１上下方向出射領域４８ａのみを含んでいてもよい。
【００７０】
　＜第２実施形態＞
　次に第２実施形態のレンズ体１４０について説明する。なお、上述の実施形態と同一態
様の構成要素については、同一符号を付し、その説明を省略する。
　図１２Ａはレンズ体１４０の上面図、図１２Ｂはレンズ体１４０の正面図、図１２Ｃは
レンズ体１４０の斜視図、図１２Ｄはレンズ体１４０の側面図、図１２Ｅはレンズ体１４
０の下面図である。
【００７１】
　レンズ体１４０は、前後基準軸ＡＸ１４０に沿って延びた形状を有する中実の多面レン
ズ体である。なお本実施形態において、前後基準軸ＡＸ１４０は、車両の前後方向（Ｚ軸
方向）に延び、後段で説明するレンズ体１４０の出射面１４８の中心を通過する基準とな
る軸である。レンズ体１４０は、光源（図示略）の前方に配置される。レンズ体１４０は
、後方を向く後端部１４０ＡＡと、前方を向く前端部１４０ＢＢと、を含む。また、レン
ズ体１４０は、図１２Ａ～Ｄに示すように、前端部１４０ＢＢと後端部１４０ＡＡとの間
で、左右方向に延びる固定部１４１を有する。レンズ体１４０は、固定部１４１において
、灯具内に固定される。
【００７２】
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　レンズ体１４０は、入射面（入射部）１４２と、第１反射面１４４と、第２反射面１４
６と、出射面１４８と、を有する。入射面１４２及び第１反射面１４４は、レンズ体１４
０の後端部１４０ＡＡに位置する。また、出射面１４８は、レンズ体１４０の前端部１４
０ＢＢに位置する。第２反射面１４６は、後端部１４０ＡＡと前端部１４０ＢＢとの間に
位置する。
【００７３】
　本実施形態のレンズ体１４０は、第１実施形態と同様に、光源（図示略）の前方に配置
される。入射面１４２（図１２Ｄ参照）は、光源からの光を内部に入射させる。第１反射
面１４４は、入射面１４２から入射した光を内面反射する。また、第１反射面１４４は、
楕円球形状を含む。楕円球形状の第１反射面１４４の一対の焦点のうち、前方に位置する
第１焦点Ｆ１１４４は、第２反射面１４６の前端縁１４６ａに位置する。第２反射面１４
６は、第１反射面１４４で内面反射された光の一部を内面反射する。出射面１４８は、第
１反射面１４４で内面反射された光のうち、第２反射面１４６で反射されることなく出射
面１４８に達した光と、第２反射面１４６で内面反射されて出射面１４８に達した光と、
を前方に出射する。
【００７４】
　第２反射面１４６は、第１反射面１４４で内面反射された光源（図示略）からの光の少
なくとも一部を内面反射（全反射）する面である。第２反射面１４６は、第１焦点Ｆ１１

４４の近傍から後方に向かって延びる反射面として構成されている。すなわち、第２反射
面１４６の延長面内には、第１焦点Ｆ１１４４が略位置する。図１２Ｅに示すように、本
実施形態において、第２反射面１４６は、主面部１５１と副面部１５２とを有する。主面
部１５１は、前後基準軸ＡＸ１４０と平行に延びる平面形状を有する。副面部１５２は、
主面部１５１の前端中央に位置する。副面部１５２は、主面部１５１に対して上方に突出
して形成されている。すなわち、レンズ体１４０は、副面部１５２に対応する部分におい
て窪んでいる。
【００７５】
　第２反射面１４６は、第１反射面１４４で内面反射された光のうち、第１焦点Ｆ１１４

４より下側を通過しようとする光を上側に反射する。第１焦点Ｆ１１４４より下側を通過
しようとする光が、第２反射面１４６で反射されることなくそのまま出射面１４８に入射
すると、出射面１４８から上側を向かう光として出射される。第２反射面１４６が設けら
れることで、このような光の光路を反転させて出射面１４８の上側に入射させて下側を向
かう光として出射させることができる。すなわち、レンズ体１４０は、第２反射面１４６
が設けられていることにより、出射面１４８から上側に向かおうとする光の光路を反転さ
せて、上端縁にカットオフラインＣＬを含む配光パターンを形成することができる。第２
反射面１４６の前端縁１４６ａは、第１反射面１４４で内面反射された光源からの光の一
部を遮光してロービーム用配光パターンＰのカットオフラインＣＬを形成するエッジ形状
を含んでいる。第２反射面１４６の前端縁１４６ａは、第１焦点Ｆ１１４４の近傍に配置
されている。
【００７６】
　図１２Ｄおよび図１２Ｅに示すように、第２反射面１４６の前端縁１４６ａの前方には
、前方に向かうに従って下方に傾く傾斜面１４７が設けられている。傾斜面１４７は、後
方を向く面であるため光が入射し難い。なお、前端縁１４６ａは、第２反射面１４６と傾
斜面１４７との境界稜線となる。
【００７７】
　図１３は、第２反射面１４６および傾斜面１４７の上面図である。図１４は、傾斜面１
４７の正面図である。図１５は、第２反射面１４６および傾斜面１４７の斜視図である。
なお、図１３～図１５においては、第２反射面１４６および傾斜面１４７を強調する目的
で、レンズ体１４０を構成する他の面の図示を省略する。
【００７８】
　本実施形態の第２反射面１４６の前端縁１４６ａは、中央部から左右方向外側に向かう
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に従って前方に向かって延びている。したがって、前端縁１４６ａは、上下方向からみて
Ｖ字形状となっている。上述したように、前端縁１４６ａは、カットオフラインＣＬを形
成するエッジ形状を含んでいる。前端縁１４６ａが、中央部から左右方向外側に向かうに
従って前方に向かって延びることにより、第２反射面１４６の前端縁１４６ａによって一
部遮光されて出射面１４８から出射したパターンと、第２反射面１４６によって反射され
出射面１４８から出射したパターンの境界を一致させることができる。これにより、より
明瞭なカットオフラインＣＬを形成できる。
【００７９】
　本実施形態の第２反射面１４６は、主面部１５１と、主面部１５１に対して上方にずれ
た副面部１５２とを有する。主面部１５１は、平坦に形成されている。一方で、副面部１
５２は、主面部１５１に対して上方に突出する。副面部１５２は、第２反射面１４６の前
端縁１４６ａの略中央から後方に向かって延びている。副面部１５２と主面部１５１との
境界部１５３の少なくとも一部は、第２反射面１４６の前端縁１４６ａから後方に延びる
。したがって、前端縁１４６ａは、境界部１５３において上下に段差を形成する。これに
伴い、カットオフラインＣＬには、上下方向の段差が形成される。
【００８０】
　本実施形態の副面部１５２は、副面中央部１５２ａと、副面中央部１５２ａの左右両側
にそれぞれ位置する副面左方部１５２ｂおよび副面右方部１５２ｃとを有する。副面中央
部１５２ａ、副面左方部１５２ｂおよび副面右方部１５２ｃの後方には、境界部１５３を
介して主面部１５１が位置する。また、副面中央部１５２ａ、副面左方部１５２ｂおよび
副面右方部１５２ｃの前方には、前端縁１４６ａを介して傾斜面１４７が位置する。副面
中央部１５２ａと副面右方部と１５２ｃとの境界は、左右方向略中央に位置する。
【００８１】
　なお、本実施形態において、主面部１５１に対して上方にずれた部分を副面部１５２と
した。しかしながら、主面部１５１と副面部１５２とは、互いに上下方向にずれていれば
、どちらが上方に位置していてもよい。
　また、本実施形態では第２反射面１４６が、１つの副面部１５２を有する場合について
説明した。しかしながら、第２反射面１４６が２以上の副面部１５２を有していてもよい
。
【実施例】
【００８２】
　以下、実施例により本発明の効果をより明らかなものとする。なお、本発明は、以下の
実施例に限定されるものではなく、その要旨を変更しない範囲で適宜変更して実施するこ
とができる。
【００８３】
＜第１実施形態に対応する配光パターン＞
　上述した第１実施形態の車両用灯具１０に対して、レンズ体４０の前方においてレンズ
体４０に正対した仮想鉛直スクリーンに対し配光パターンのシミュレーションを行った。
図１０の（ａ）～（ｄ）は、出射面４８のそれぞれ異なる領域から照射された光の配光パ
ターンである。
　図１０の（ａ）は、上側から見て、前後基準軸ＡＸ４０の左側に位置する第２左右方向
出射領域４８ｄから照射された光の配光パターンＰ４８ｄＬである。
　図１０の（ｂ）は、上側から見て、前後基準軸ＡＸ４０の右側に位置する第２左右方向
出射領域４８ｄから照射された光の配光パターンＰ４８ｄＲである。
　図１０の（ｃ）は、上側から見て、前後基準軸ＡＸ４０の左側に位置する第１左右方向
出射領域４８ｃから照射された光の配光パターンＰ４８ｃＬである。
　図１０の（ｄ）は、上側から見て、前後基準軸ＡＸ４０の右側に位置する第１左右方向
出射領域４８ｃから照射された光の配光パターンＰ４８ｃＲである。
　図１０の（ａ）～（ｄ）に示すように、各領域から照射された光は、異なる方向に分布
を持つことがわかる。



(16) JP 6963380 B2 2021.11.10

10

20

【００８４】
　図１１は、レンズ体４０の前方においてレンズ体４０に正対した仮想鉛直スクリーンに
対し照射された配光パターンＰのシミュレーション結果である。配光パターンＰは、図１
０の（ａ）～（ｄ）の配光パターンＰ４８ｄＬ、Ｐ４８ｄＲ、Ｐ４８ｃＬ、Ｐ４８ｃＲを
重ね合わせた配光パターンである。
　図１１に示すように、配光パターンＰは、幅広くかつバランスよく前方を照射できてい
ることがわかる。また、配光パターンＰは、上端縁にカットオフラインＣＬを形成できる
ことが確認された。加えて、カットオフラインＣＬの上側にオーバーヘッド光ＯＨが照射
されていることが確認された。
【００８５】
＜第２実施形態に対応する配光パターン＞
　上述した第２実施形態のレンズ体１４０の配光パターンＰ２のシミュレーション結果を
図１６に示す。図１６に示すように、配光パターンＰ２は、中央近傍に段差を有するカッ
トオフラインＣＬを形成できることが確認された。
【符号の説明】
【００８６】
１０…車両用灯具、２６…波長変換部材（光源）、４０、１４０…レンズ体、４２、１４
２…入射面（入射部）、４４、１４４…第１反射面、４６、１４６…第２反射面、４６ａ
、１４６ａ…前端縁、４８、１４８…出射面、４８ａ…第１上下方向出射領域、４８ｂ…
第２上下方向出射領域、４８ｃ…第１左右方向出射領域、４８ｄ…第２左右方向出射領域
、４０ＡＡ、１４０ＡＡ…後端部、４０ＢＢ、１４０ＢＢ…前端部、ＡＸ４０、ＡＸ１４

０…前後基準軸、ＡＸ４４…長軸、ＣＬ…カットオフライン、Ｆ４８…出射面焦点（基準
点）、Ｆ１４４、Ｆ１１４４…第１焦点、Ｆ２４４…第２焦点、ＦＶ…仮想光源位置

【図１】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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